
 

 

人権問題に関する市民意識調査のお願い 
 

市民の皆さまには、日頃から市政推進にご協力とご理解をいただき、厚くお礼申し上げます。 

本市は、平成 17 年度及び平成 22 年度に「市民意識調査」を実施し、「佐久市部落差別撤廃

と人権擁護に関する総合計画」に基づき、一人ひとりの基本的人権を永久の権利として尊重し、

すべての市民の方が平等に生きる権利の保障に向け、人権施策の推進に努めてきました。 

そこで今回、市民の方の人権に対する意識の現状を把握し、今後の啓発活動の課題を明らか

にするための基礎資料として、市内にお住まいの 18 歳以上の方から、1,000 人を無作為抽出

し、「人権問題に関する意識調査」をお願いし、若い方からお年寄りの方まで、幅広い層から

貴重なご意見をいただき、指針作りに生かしていきたいと思います。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、是非ともご協力をお願いいたします。 

なお、調査にあたっては、無記名で行いますので、個人の回答内容が分かるなど、ご迷惑を

おかけすることは全くありません。率直なご意見をご回答くださいますようお願いいたします。 

 

平成 27 年 11 月 

佐 久 市 長  

 

 

【ご記入にあたって】 

１．調査票の回答は、原則としてご本人（封筒のあて名の方）にお願いします。ただし、

障がいや病気あるいは高齢などの理由により、ご本人が記入できない場合は、ご家

族の方がご本人の回答として、ご記入ください。 

２．回答は、あてはまる番号を○で囲んでください。お答えが「その他」の場合には、

番号を○で囲み（ ）に具体的な内容をご記入ください。 

３．ご記入いただいた「調査票」用紙は、同封の返信用封筒（切手は不要です）に入れ、

平成 27 年 11 月 30 日（月）までに郵便ポストへ投函くださいますようお願いいたし

ます。 

 

※ 記入に際してご不明な点、調査についてのご質問などは、下記までお問い合わせください。 

 

 

佐久市 市民健康部 人権同和課 人権同和係 

電話 0267-62-3135  FAX0267-64-1157 
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人権問題に関する市民意識調査[調査票] 
Ⅰ．人権意識について 

 

問１ 人権に関することばのうち、あなたが見聞きしたことがあるものはどれですか。 

（○はいくつでも） 

１．人権週間  ２．憲法週間  ３．人権擁護委員の日 

４．法の日週間  ５．世界人権宣言 ６．国際人権規約 

７．人権教育・啓発に関する基本計画  ８．人権教育のための国連 10年行動計画 

９．佐久市部落差別撤廃と人権擁護に関する条例 10．見聞きしたものはない 

 

問２ 人権にかかわる問題として、関心のあるものはどれですか。（○は３つまで） 

１．女性の人権   ２．子どもの人権 ３．高齢者の人権 

４．障がいのある人の人権 ５．同和問題  ６．外国人の人権 

７．エイズ患者及びＨＩＶ（エイズウイルス）感染者の人権 

８．ハンセン病患者・元患者の人権  ９．刑を終えて出所した人の人権 

10．犯罪被害者の人権   11．インターネット（パソコンや携帯電話）による人権侵害 

12．ホームレスの人権  13．性同一性障害（身体的な性と心の性が一致しない者）の人権 

14．性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）に関する人権 

15．北朝鮮当局によって拉致された被害者等 16．人身取引被害者 

17．その他（具体的に                       ） 

18．特にない      17．わからない 

 

◇女性の人権 

日本国憲法や世界人権宣言では、男女の同権、平等が定められています。 

 

問３ 女性の人権が尊重されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

１.そう思う   ２.そう思わない   

 

問３で「２．そう思わない」と答えた方にお聞きします。 

問 3-1 女性の人権が尊重されていないと思うのは、特にどのようなことですか。（○は３つまで） 

１．固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など） 

２．職場における差別待遇（採用、昇格、賃金など） 

３．セクシュアル・ハラスメント 

４．結婚・出産などにより女性が仕事を続けにくい社会環境 

５．ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 

６．家庭や職場、地域などで女性の意見が尊重されないこと 

７．アダルトビデオやポルノ雑誌など、女性を性の対象物ととらえる社会風潮 

８．性犯罪や売春・買春 

９．その他（具体的に                       ） 

10．わからない 

 

 



 

 2 

 

◇子どもの人権 

子どもの権利条約では、子どもは一人の人間として尊重され、大人と同じ権利が保障されています。 

 

問４ 子どもの人権が尊重されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

１.そう思う   ２.そう思わない   

 

問４で「２．そう思わない」と答えた方にお聞きします。 

問 4-1 子どもの人権が尊重されていないと思うのは、特にどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

１．保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの虐待 

２．大人が子どもの意見を聞かず自分の意見を子どもに強制すること 

３．大人が「子どもだから」という理由で、子どものプライバシーを尊重しないこと 

４．子どもによる暴力、いじめ、無視などの仲間はずれ 

５．インターネット（パソコンや携帯電話）を使ってのいじめ 

６．教師などによる言葉の暴力や体罰 

７ 暴力や性など子どもにとっての有害な情報の氾濫 

８．その他（具体的に                       ） 

９．わからない 

 

 

◇高齢者の人権 

高齢化が進む日本において、高齢者の尊厳が確保され、安心していきいきと暮らせる社会を築いていくことが

望まれています。 

 

問５ 高齢者の人権が尊重されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

１.そう思う   ２.そう思わない   

 

問５で「２．そう思わない」と答えた方にお聞きします。 

問 5-1 高齢者の人権が尊重されていないと思うのは、特にどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

１．収入が少なく、経済的に自立できないこと 

２．自分の能力を発揮する機会が少ないこと 

３．高齢者の意見や行動が尊重されないこと 

４．家族や介護者から身体的、心理的等の虐待があること 

５．病院や福祉施設で不当な扱いや身体的、心理的等の虐待があること 

６．高齢者を邪魔者扱いし、つまはじきにすること 

７．詐欺や悪徳商法の被害が多いこと 

８．その他（具体的に                       ） 

９．わからない 
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◇障がいのある人の人権 

障害者基本法では、「障がいのある人に対して、障がいを理由として、差別することその他の権利利益を侵害

する行為をしてはならない。」と定められています。 

 

問６ 障がいのある人の人権が尊重されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

１.そう思う   ２.そう思わない   

 

問６で「２．そう思わない」と答えた方にお聞きします。 

問 6-1 障がいのある人の人権が尊重されていないと思うのは、特にどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

１．結婚について周囲が反対すること 

２．収入が少なく、経済的に自立できないこと 

３．就職や仕事の内容、待遇で不利な取扱いを受けること 

４．障がいのある人だからという理由で、意見や行動が尊重されないこと 

５．交通機関等がバリアフリーになっていないため、自由な行動が妨げられること 

６．病院や福祉施設で不当な扱いや虐待があること  

７．アパートなどの住宅への入居が困難なこと 

８．じろじろと見たり、避けたりすること 

９．その他（具体的に                       ） 

10．わからない 

 

 

◇同和問題 

同和問題は、我が国固有の重大な人権問題であり、その早期解消が望まれます。 

 

問７ 同和問題が解消されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

１.そう思う   ２.そう思わない   

 

問７で「２．そう思わない」と答えた方にお聞きします。 

問 7-1 同和問題が解消されていないと思うのは、特にどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

１．結婚問題で周囲が反対すること 

２．就職・職場で不利な扱いをすること 

３．身元を調査すること 

４．差別的な言動をすること 

５．インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること 

６．差別的な落書きをすること 

７．その他（具体的に                       ） 

８．わからない 
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◇外国人の人権 

日本に在住する外国人の増加に伴い、外国人と日本人が、ともに地域に暮らす住民として、互いの文化や生活

習慣を認め、尊重し共存できる多文化共生社会を実現する必要性が高まっています。 

 

問８ 外国人の人権が尊重されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

１.そう思う   ２.そう思わない   

 

問８で「２．そう思わない」と答えた方にお聞きします。 

問 8-1 外国人の人権が尊重されていないと思うのは、特にどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

１．地域社会での受入れが十分でないこと 

２．住宅を容易に借りることができないこと 

３．保健、医療、防災、教育などの生活に必要な情報が十分手に入れかれないこと 

４．就職や仕事の内容、待遇で不利な取扱いを受けること 

５．学校の受験資格の取扱いや、受入れ体制が十分でないこと 

６．文化･スポーツ施設、ショッピング施設などで外国語表示がなく、十分なサービスが受けられないこと  

７．その他（具体的に                       ） 

８．わからない 

 

 

◇エイズ患者・ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者、ハンセン病患者（回復者）の人権 

医学的にみて不正確な知識と過度な危機意識の結果、感染症患者に対する偏見や差別意識が生まれ、患者、元

患者やその家族に対するさまざまな人権問題が生じています。 

 

問９ エイズ患者・ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者の人権が尊重されている社会だと思いますか。 

（○は１つ） 

１.そう思う   ２.そう思わない   

 

問９で「２．そう思わない」と答えた方にお聞きします。 

問 9-1 エイズ患者・ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者の人権が尊重されていないと思うのは、特にどのよ

うなことですか。（○は３つまで） 

１．就職や職場で不利な取扱いを受けること  

２．医療機関で治療や入院を断られること 

３．本人に無断でエイズ検査をされること 

４．偏見により差別的な言動を受けること 

５．アパートなどの住宅への入居が困難なこと 

６．結婚について、周囲が反対すること 

７．その他（具体的に                       ） 

８．わからない 
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問 10 ハンセン病患者（回復者）の人権が尊重されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

１.そう思う   ２.そう思わない   

 

問 10 で「２．そう思わない」と答えた方にお聞きします。 

問 10-1 ハンセン病患者（回復者）の人権が尊重されていないと思うのは、特にどのようなことですか。 

（○は３つまで） 

１．じろじろ見たり、避けたりすること 

２．就職や職場で不利な取扱いを受けること 

３．医療機関で治療や入院を断られること 

４．ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むのが困難なこと 

５．偏見により差別的な言動を受けること 

６．アパートなどの住宅への入居が困難なこと 

７．旅館、ホテル等において、不当な扱いを受けること 

８．怖い病気といった誤解があること 

９．その他（具体的に                       ） 

10．わからない 



 

 6 

 

Ⅱ．結婚について 

 
問 11 結婚は、二人の合意により成立することになっています。しかし、現実にはいろいろな理由で、家

族やまわりの人たちが反対することがあります。 

このことについて、あなたはどのように思いますか。（○は１つ） 

１．当人同士の合意があればよい。まわりの意見に左右されるべきでない 

２．家族やまわりの人の意見も無視できないが、どちらかといえば、当人同士の合意が、より尊重される

べきである  

３．当人同士の合意も無視できないが、どちらかといえば、家族やまわりの人の意見が、より尊重される

べきである  

４．家族やまわりの人の意見が、尊重されるべきである 

５．その他（                         ） 

 

問 12 は、お子さんがいる方のみお答えください。 

問 12 仮に、あなたのお子さんもしくは結婚しようとする相手が、同和地区出身者である場合、あなたは

どうしますか。次のうち、あなたのお考えに最も近いものをお選びください。（○は１つ） 

１．子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない 

２．親として反対するが、子どもの意志が強ければしかたがない 

３．家族の者や親戚の反対があれば、結婚を認めない 

４．絶対に結婚を認めない 

 

問 13 は、現在、配偶者のいない方のみお答えください。 

問 13 仮に、あなたもしくは恋愛相手が同和地区出身者である場合、結婚しようとしたとき親や親戚から

強い反対を受けたら、あなたはどうしますか。次のうち、あなたのお考えに最も近いものをお選びく

ださい。（○は１つ） 

１．自分の意志を貫いて結婚する 

２．親の説得に全力を傾けた後、自分の意志を貫いて結婚する 

３．家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない 

４．絶対に結婚しない 
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Ⅲ．人権侵害について 

 

問 14 あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。（○は１つ） 

１．ある         ２．ない 

 

問 14 で「１ ある」と答えた方にお聞きします。 

 

問 14-1 それは、どのような人権侵害ですか。差し支えなければお聞かせください。（○はいくつでも） 

１．あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口  ２．プライバシーの侵害  

３．名誉・信用のき損、侮辱   ４．差別 

５．悪臭・騒音等の公害    ６．警察官の不当な取り扱い 

７．暴力、脅迫、強要    ８．使用者による労働強制等の不当な待遇 

９．セクシャル・ハラスメント   10．特定の人に執拗につきまとわれる 

11．村八分     12．犯罪、不法行為のぬれぎぬ 

13．社会福祉施設での不当な取り扱い  14．住居の安全に関するもの 

15．その他（              ） 16．なんとなく 

17．答えたくない 

 

問 14-2 そのとき、だれかに相談しましたか。（○はいくつでも） 

１．友人、同僚、上司    ２．両親、兄弟、子ども、親戚  

３．自分で処理（解決）した   ４．警察 

５．弁護士     ６．市町村 

７．法務局     ８．人権相談所 

９．人権擁護委員    10．民間運動団体 

11．その他（                          ） 

12．何もしなかった    13．忘れた 

 

問 14-3 相談をした結果はどうでしたか。（○はいくつでも） 

１．解決した    ２．十分ではないが解決した  

３．気持ちが軽くなった   ４．変わらなかった 

５．悪化した        

６．その他（                          ） 

 

問 15 あなたは、ここ１、２年の間でインターネットを悪用した人権侵害事例を見聞きしたことがありま

すか。それはどのようなものですか。（○はいくつでも） 

１．同和地区出身者を誹謗・中傷する表現の掲示 ２．障害者を誹謗・中傷する表現の掲示 

３．外国人を誹謗・中傷する表現の掲示  ４．女性を誹謗・中傷する表現の掲示 

５．ハンセン病・ＨＩＶ感染者を誹謗・中傷する表現の掲示 

６．人権侵害事例を見たことがない   ７．インターネットを利用したことがない 

８．その他（                           ） 
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Ⅳ．人権擁護機関の周知度について 

 

問 16 あなたは、人権擁護機関としてどのようなものを知っていますか。（○はいくつでも） 

１．警察  ２．弁護士   ３．法務局 

４．市町村  ５．人権擁護委員  ６．県 

７．その他（                       ） 

 

 

Ⅴ．人権問題への関わり 

 

問 17 人権問題についての講演会や研修会に参加されたり、新聞や雑誌の「人権問題」に関連した記事を

読まれたり、また、家庭で話し合ったりしたことがありますか。 

①～⑫について、それぞれお答えください。（○はそれぞれ１つ） 

①講演会・研修会 

１.３回以上参加した ２.１～２回参加した  

３.参加したことはない（理由：               ） 

 

②地域懇談会 

１.３回以上参加した ２.１～２回参加した  

３.参加したことはない（理由：               ） 

 

③人権フェスティバルなどのイベント 

１.３回以上参加した ２.１～２回参加した  

３.参加したことはない（理由：               ） 

 

④啓発冊子・パンフレット 

１．３回以上読んだり、見たりした ２．１～２回読んだり、見たりした 

３．読んだり、見たりしたことはない 

 

⑤市町村等の広報誌 

１．３回以上読んだり、見たりした ２．１～２回読んだり、見たりした 

３．読んだり、見たりしたことはない 

 

⑥書籍・雑誌 

１．３回以上読んだり、見たりした ２．１～２回読んだり、見たりした 

３．読んだり、見たりしたことはない 

 

⑦新聞 

１．３回以上読んだり、見たりした ２．１～２回読んだり、見たりした 

３．読んだり、見たりしたことはない 

 



 

 9 

⑧ラジオ・テレビ 

１．３回以上見たり、聞いたりした ２．１～２回見たり、聞いたりした 

３．見たり、聞いたりしたことはない 

 

⑨映画・ビデオ 

１.３回以上見た  ２.１～２回見た  ３.見たことはない 

 

⑩インターネット 

１.３回以上見た  ２.１～２回見た  ３.見たことはない 

 

⑪掲示物（ポスター、看板等） 

１．３回以上読んだり、見たりした ２．１～２回読んだり、見たりした 

３．読んだり、見たりしたことはない 

 

⑫家族との話し合い 

１．３回以上話し合ったことがある ２．１～２回話し合ったことがある 

３．話し合ったことはない 

 

 

Ⅵ．今後の人権教育・啓発のあり方について 

 

問 18 人権問題には、同和問題、女性、子ども、高齢者、障害者、アイヌの人々、外国人、ＨＩＶ感染者、

ハンセン病患者等、刑を終えて出所した人、犯罪被害者等、インターネットによる人権侵害等の問題

がありますが、今後の人権教育・啓発のあり方について、あなたのお考えに近いものはどれですか。

（○は３つまで） 

１．人権問題に関する教育・啓発・広報活動を推進する 

２．人権問題に関する相談のための機関・施設を充実する 

３．人権が侵害された被害者の救済を充実する 

４．人権問題に関する情報の収集及び提供を充実する 

５．差別を禁止するために法律の整備をする 

６．そっとしておけば差別は自然になくなる 

７．どのようにしても人権侵害はなくならない 

８．その他（                          ） 

９．わからない 
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◆最後に，ご回答を統計的に分析するために，失礼ですが，あなたご自身のことについて伺います。 

 

問 19 あなたの性別は？ 

１．男性  ２．女性 

 

問 20 あなたの年齢は？（○は１つ） 

１．20～24 歳  ２．25～29 歳  ３．30～34 歳 

４．35～39 歳  ５．40～44 歳  ６．45～49 歳 

７．50～54 歳  ８．55～59 歳  ９．60～64 歳 

10．65～69 歳  11．70 歳以上 

 

問 21 あなたの職業は？（○は１つ） 

①自営業種 （１．農林業 ２．商工サービス業 ３．自由業） 

②家族従業者 （１．農林業 ２．商工サービス業 ３．自由業） 

③雇用者 （１．管理職 ２．専門技術職  ３．事務職 ４．労務職） 

④無職  （１．主婦 ２．学生  ３．その他の無職） 

 

 

ご協力、ありがとうございました。 


